


























































































































































90〜 １ １ ９
表２　失敗群（25名）のメモ得点とテスト得点の散布図
（テスト得点）
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テスト得点 能力 運 課題の困難さ 努力
メモ得点 .67** -.06 -.40 .13 .18
テスト得点 -.16 -.51* .16 .33






テスト得点 能力 運 課題の困難さ 努力
メモ得点 .92** -.03 -.41* -.18 -.47*
テスト得点 -.02 -.34 -.15 -.43*
能力 .21 .24 .00
運 .16 -.12
課題の困難さ -.36
*p<.05　**p<.01
考察
　250ペアから50題だけが出題されるので、事前に勉強してきたペアが試験で出題される
かどうかは確率上の問題であり、それは運次第ということになる。しかし、事前の努力量
（メモ得点）とテスト結果の強い相関関係から、事前の努力量が多い参加者ほど試験で出
題される問題をカバーしていることになり、結果として、良い成績をとることになる。
　竹綱・土井・平井（2017）は、論文の冒頭で、次のような新聞記事を紹介し、この記事
に啓発された形で彼らの研究の問題設定を論じている。「今から16万年前、マゼラン星雲
に１つの超新星が現れ、無数の素粒子ニュートリノを振りまいた。ニュートリノはほぼ光
速のスピードで宇宙に広がる。そして、1987年、そのうちの11個を岐阜・神岡にある『カ
ミオカンデ』が捕まえた。この功績で02年にノーベル賞を受けた小柴昌俊氏（82）は、『君
は運がいいね』と言われるたびに反論した。『運は誰にでも平等。それをつかまえられる
かどうかは、ちゃんと準備をしていたかどうかの差だ。』（以下略）」
　インターネットで、メジャーリーガー・イチローの言葉を掲載した、イチローファンの
ブログが公開されている。そこには、次のようなイチローの言葉が紹介されている。「結
果はコントロールできないが、準備はできる。できる準備をすべて終われば、準備にふさ
わしい結果がやってくる。」
　確率論に従って生じる測定値のバラツキをコントロールすることはできない。そういう
意味で、運は誰にでも平等である。しかし、事前の努力はコントロールできるものであり、
それをきちんとしておくことで良い結果を得る可能性が大きくなる、と小柴氏の反論、イ
チローの言葉は指摘している。本研究の結果および竹綱・土井・鎌原（2017）の結果は、
同様のことをデータに基づいて示したことになる。中学３年間あるいは高校３年間の定期
試験で、生徒は全科目で数十回もの試験を受けることになる。３年間で１，２回の試験し
か行われないならば、if（理不尽な失敗）を経験したままリベンジできないということが
あるかもしれないけれども、３年間通じての数十回の試験結果を総体的に見れば、事前の
努力を続けることは間違いなく報いられるはずである。
　本研究では、先行研究とは異なり、原因帰属間の相関関係は確認されなかった。ただ、
表３から、成功群にせよ失敗群にせよ、努力帰属の評定値が高く、運帰属の評定値が低い
ことが読み取れる。先行研究の国名−地名テストでは、能力帰属、運帰属、課題の困難さ
帰属、努力帰属の順で、成功群では2.45、3.18、1.45、1.82、失敗群では2.69、1.78、2.78、3.89
だったけれども、本研究のような授業科目の成績につながる学業達成場面では、努力帰属
への評定値が高くなるということなのだろう。
　本研究では、実験のために多くの時間を割くことができないため、事前の努力を測定す
─ 59 ─
る手続として簡便な方法を採った。しかしながら、250ペアの１問目から10問目までだけ
に解答し、それ以降が空欄のままであった場合、メモ得点は100%と算出されることになる。
これは極端な例かもしれないが、この簡便な方法の欠点を示すものである。実際、参加者
の中に、メモ得点が100％でありながらテスト得点が84点という者がいた。メモ得点が
100％であれば、すべての問題に正確に対応できるはずである。このことからも、簡便な
方法が正確な方法ではなかったことがわかる。事前の努力量が研究上極めて重要な変数だ
けに、今後の研究では改善する必要がある。
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